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公益財団法人中董奨学会 指定校奨学生募集要項 

 

１．応募資格 

① 応募年度４月１日現在 年齢が３０歳未満の方 

② 応募年度４月１日現在 大学学部３年生、大学院１年生（修士、博士課程問いません） 

③ 日本国籍を有し、日本の大学に在学中の方 

④ 学業優秀、品行方正、心身ともに健康で、経済的な理由により学資の支弁に困難している方 

⑤ 就学及び生活状況を当会 SNSで毎月報告、年度末に当会指定の書類提出ができること 

⑥ 他機関の奨学金受給中、または申請予定でも応募できますが、併用不可の奨学金を受給中または 

申請予定の方は、当会に応募できません 

⑦ 留学予定の方は応募不可（海外留学を目的とした奨学金ではない為） 

⑧ 奨学金は最長２年間支給、お一人１回限り、学部→大学院、修士→博士の進学は対象外となります 
 

 

２．募集期間 

３月上旬 ～ 指定校学内締切日 
 

 

３．給付奨学金 

月額 ： ４０，０００ 円 最長２年間  (返済の義務はありません) 
 

 

４．応募書類 （中董奨学会ホームページ参照 https://www.nakashima-foundation.org/scholarship ） 

① 中董奨学会願書（指定校学生課よりお受け取りください） 

② 小論文・ご自身について（HP「応募方法」の頁よりダウンロード → word入力・印刷） 

③ 指導教官推薦書 

（HP「応募方法」の頁よりダウンロード → 本文 word入力・印刷、指導教官の署名押印が必要） 

④ 在学証明書（学校書式・原本）※ 

⑤ 学業成績証明書(学校書式・原本)※ 

※4月より編入学の方は、編入する大学の在学証明書と前校の成績証明書を提出 

 

５．奨学生の義務 

中董奨学会ＳＮＳにて毎月 生活・就学の報告等メッセージ交換、年度末書類提出（期日あり）、 

   住所・メールアドレス・電話番号・奨学金振込口座の変更や休学・留学・転学・退学の場合 届出提出 
 

 

６．奨学生の資格喪失等注意事項 

当会が適当でないと判断した場合は、奨学金支給停止、状況によっては返還を求めることがあります 

① 提出書類に虚偽があった場合 

② 休学・転学・留学・留年・退学・停学処分等 学籍の異動 

③ 学業成績または操行不良となったとき 

④ 奨学生の義務である毎月の報告や書類提出の遅延、または報告・提出を行わないとき 

 

７．応募・結果通知 

＊ 応募書類は指定校学生課に提出して下さい 

＊ 採否等は６月中旬、当会より指定校学生課にご連絡いたします 

https://www.nakashima-foundation.org/scholarship
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-------------------------------- 指定校（指定学部）一覧----------------------------------------- 

北海道大学（農学部）、東北大学（農学部）、山形大学（農学部）、茨城大学（農学部）、筑波大学（生命環境学群）、 

宇都宮大学（農学部）、千葉大学（園芸学部）、東京農工大学（農学部）、東京農業大学（農学部）、東京海洋大学、 

明治大学（農学部）、日本大学（生物資源科学部）、新潟大学（農学部）、信州大学（繊維学部）、岐阜大学（応用生物 

科学部）、静岡大学（農学部）、名古屋大学（農学部）、三重大学（生物資源学部）、神戸大学（農学部）、鳥取大学 

（農学部）、広島大学（生物生産学部）、水産大学校、山口大学（農学部）、香川大学（農学部）、高知大学（農林海洋 

科学部）、九州大学（農学部）、長崎大学（水産学部）、宮崎大学（農学部）、鹿児島大学（水産学部） 

※大学院は（指定学部）に準ずる 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

８．個人情報の取扱いについて  

ご送付いただいた願書・応募書類等の個人情報は、奨学生採用時の資料、奨学金給付およびそれに 

関する業務の目的以外では使用いたしません 

ご記入いただいた個人情報に関するお問い合わせは中董奨学会事務局までお願いいたします 

 

９．応募書類等記入の注意事項 

-----願書記入の注意事項------------------------------------------------------------------ 

 ・願書は全項目記入（必須） 

・「他の奨学金」 「１カ月平均の収支」 の項目以外は、募集年度 4月 1日時点での情報を記入 

・「他の奨学金」について、本年 3月現在で受給中のもの・申請予定のものをモレなく記入する 

欄が足りない場合は受給中のものを優先して記入し、記入しきれなかったものはメモで添付する 

・「家族全員（本人除く）」について、 

親は実家住まいで申請者本人が大学の寮に入居や一人暮らしの場合は「別居」 

親が単身赴任の場合は「職業・勤務先名称の後に（単身赴任）」と記入し「別居」 

親の職業、勤務先、年収は前年（1～12月）実績を記入する（年収＝税込収入） 

１人２種類以上（給与収入、事業収入等）の収入がある場合は「職業・勤務先」に内容を、前年収入 

年額欄には 合計金額（税込）を記入する 

兄弟姉妹が独立し別居の場合は、前年収入年額欄には「別生計」と記入する 

・「１カ月平均の収支（前年実績）」について、実家から通学の方は支出欄の住居費・水道光熱費・食費は 

０円と記入する。もし申請者本人のアルバイト収入や奨学金から一部を拠出している場合は、該当する 

箇所に記入する 

同様に申請者本人のアルバイト収入で通学交通費・年間授業料・その他の全部または一部を賄っている 

場合は、該当箇所に記入する 

支出欄の「年間授業料の補てん・学用品」には  「（前年年間授業料－前年授業料免除額）÷１２」 ＋ 

「１カ月あたりの学用品」 の金額を入力、前年度に入学金支出があった場合は授業料に加算する 

・「前年年間授業料」には、大学で定められている授業料（免除を受けている場合は免除適用前の授業料） 

を記入する 

-----ご自身について・指導教官推薦書の注意事項----------------------------------------------- 

・当会 HP「応募方法」より、小論文「ご自身について」をダウンロード、テーマごとに word入力・Ａ４印刷する 

同様に「指導教官推薦書」は指導教官が word入力・A4印刷する（※指導教官の署名押印が必要） 

※4月から編入学される方の指導教官・・・3月まで在籍の前校で、応募者ご自身をよく知る指導教官に 

作成をお願いしてください。 
 

本資料１頁記載 ４．応募書類の ①～⑤ を全てそろえ、指定校締切日までに学生課に提出してください 

takahashi.mutsumi.gp
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ・､ｺ



年度　公益財団法人中董奨学会 願書

（国立・公立・私立）

男 ・ 女

才

才

才

才

才

才

才 年

才 年

才 年

才 年

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院 自宅/自宅外

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院 自宅/自宅外

家
族
全
員
（

本
人
を
除
く
） 自宅/自宅外

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院 自宅/自宅外

万円

就
学
者
・
乳
幼
児

氏名 続柄 年齢 学校種別 学年 通学

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院

就
学
者
を
除
く
家
族

氏名 続柄 年齢 前年収入年額/税込

万円

万円

万円

万円

万円

職業・勤務先（前年度実績） 同居/別居

　　年　 月～　　　年 　月 受給中/申請予定

貸与/給付 　　年　 月～　　　年 　月 受給中/申請予定

貸与/給付 　　年　 月～　　　年 　月 受給中/申請予定

 
他
の
奨
学
金
（

申
請
予
定

を
含
む
全
て
を
記
入
）

名称 月額（円） 種別 期間 受給中/申請予定

貸与/給付 　　年　 月～　　　年 　月 受給中/申請予定

貸与/給付

貸与/給付 　　年　 月～　　　年 　月 受給中/申請予定

　
家
族
の

住
所

現住所

写真貼付

学部/科/専攻
研究室等

縦　４㎝
横　３㎝

学年 卒業見込

 〒　　　-

℡
携帯

管理者覧 指定校 1年 2年

本
　
人

フリガナ

氏名

学校名

生年月日 性別

現住所

℡・携帯 e-mail 携帯不可

（大学・大学院）

西暦　　　　年　　　月

 西暦　　　年　　　月　　　日（　　　才）

 〒　　　-

同居/別居

同居/別居

同居/別居

同居/別居

同居/別居

同居/別居



年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

家庭から 円 住居費（自宅・寮・賃貸）該当に○印 円

アルバイト 電気・ガス・水道代 円

具体的に（ ） 食費 円

貸与奨学金 円 通学交通費 円

給付奨学金 円 年間授業料の補てん・学用品 円

その他 その他

具体的に（ ） 具体的に（ ）

円 円

円 円

円

収入合計 支出合計

当年の収支について、前年と異なり増減が見込まれる場合は収入・支出ごとに金額と変更になる理由を記入

前年 年間授業料 前年 授業料免除額

当年 年間授業料
当年授業料免除申請について
該当するものに○印（申請中・申請せず・制度なし)

支出欄「年間授業料の補てん･学用品」には「前年年間授業料-前年授業料免除額÷12」+「1か月あたりの学用品」の金額を記入

収入 支出

円

円

本
人
の
経
歴

経歴事項 経歴事項（学歴・職歴）

 その他特記事項（特技・研究業績・表彰・受賞など）

１カ月平均の収支（前年実績）収支は一致

高等学校卒業

円



○○○○年度　公益財団法人中董奨学会 願書 記入例

ダイガク　ハジメ

大学　一
（国立・公立・私立）

中董奨学

〇〇 部 〇〇 科

〇〇 専攻 〇〇 研究室

3 年  西暦　××××　年　×　月

 西暦　××××年　××月××日（××才） 男 ・ 女

 〒×××　-　××××

〇〇県〇〇市〇〇町×－××－××

××××-××-×××× ×××××＠××××.××.××

 〒×××　-　××××

〇〇県〇〇市〇〇町×－××－××
℡

××××-××-××××

携帯 ×××-××××-××××

日本学生支援機構 円

〇〇奨学財団 円

□□県育英会 円

〇〇福祉財団 円

□□記念奨学財団 円

大学　太郎 54
才

株式会社〇〇製作所 同居

大学　花代 52
才

有限会社〇〇酒店 同居

奨学　一子 30
才

○○中学校教諭 別居

才

才

才

大学　二三 13
才

才

才

才

年 自宅/自宅外

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院 年 自宅/自宅外

就
学
者
・
乳
幼
児

氏名 学年 通学

妹 国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院 ２　年 自宅/自宅外

別生計 万円

万円

万円

万円

続柄 年齢 学校種別

家
族
全
員
（

本
人
を
除
く
）

就
学
者
を
除
く
家
族

氏名 続柄 年齢 職業・勤務先（前年度実績）

姉

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院

国公立/私立 小.中.高.専修.大学.大学院 年 自宅/自宅外

××××年×月～××××年×月 受給中/申請予定

同居/別居前年収入年額/税込

父 510 万円

母 89 万円

 
他
の
奨
学
金
（

申
請
予
定

を
含
む
全
て
を
記
入
）

名称 月額（円） 種別 期間 受給中/申請予定

40,000 貸与/給付××××年×月～××××年×月 受給中/申請予定

40,000 貸与/給付 　　　年  月～　　　年 　月 受給中/申請予定

80,000 貸与/給付　　   年  月～　　  　年   月 受給中/申請予定

30,000 貸与/給付××××年×月～××××年×月 受給中/申請予定

20,000 貸与/給付

　
家
族
の

住
所

現住所

写真貼付

（大学・大学院）

学部/科/専攻
研究室等

縦　４㎝
横　３㎝

学年 卒業見込

管理者覧 指定校 1年 2年

本
　
人

フリガナ

氏名 印

学校名

生年月日 性別

現住所

℡・携帯 e-mail 携帯不可



×××× 年 × 月 　　〇〇県立〇〇〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校卒業

×××× 年 × 月 　　〇〇大学　〇〇学部　入学

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

家庭から 円 住居費（自宅・寮・賃貸）該当に○印 0 円

アルバイト 電気・ガス・水道代 0 円

具体的に（ 家庭教師 ） 食費 0 円

貸与奨学金（受給中の奨学金全て記入）合計 円 通学交通費 円

給付奨学金（受給中の奨学金全て記入）合計 円 年間授業料の補てん・学用品 円

その他 その他

具体的に（ ） 具体的に（ 携帯電話、医療費 ）

円 円

※収入合計と支出合計が同金額になるようにしてください

円 円

円当年 年間授業料 1,200,000
当年授業料免除申請について
該当するものに○印（申請中・申請せず・制度なし)

収入合計 125,000 支出合計 125,000

当年の収支について、前年と異なり増減が見込まれる場合は収入・支出ごとに金額と変更になる理由を記入

学業や研究が忙しくなり新学期より実家を出て、大学近くのアパートで一人暮らしをする予定で
ある。またアルバイトをこのまま続けるのも困難であり、住居費や食費などの生活費が約〇〇〇
〇〇円増加となる。その他、就職活動準備のスーツ購入や交通費など出費が増える。

前年 年間授業料 1,200,000 前年 授業料免除額 600,000

20,000　円

60,000 35,350

30,000 66,000

0　円 23,650　円

 その他特記事項（特技・研究業績・表彰・受賞など）
〇〇〇・・・・・

１カ月平均の収支（前年実績）収支は一致

奨学金収入等を年間授業料に充当している場合は12ｹ月で割った金額を支出のその他覧に記載する

収入 支出

15,000

本
人
の
経
歴

経歴事項 経歴事項（学歴・職歴）



⑥＝④÷⑤×１００

（注）１．太線の枠内を記入し、※印は○で囲むこと。

　　　２．「給与所得の収入金額」欄は、申請の前年１年間の収入金額を記入し、所得証明書、源泉徴収票(写）を添付すること。

（父と母が給与所得者の場合は父と母両方添付すること。年金受給者の場合は年金振込通知書（写）。失業者は雇用保険受給資格者証（写）。

　　　３．「給与所得以外の所得金額」欄は、申請の前年１年間の収入金額から必要経費を控除した金額を記入し、確定申告書（写）等を添付すること。

（父と母が確定申告をしている場合は父と母両方添付すること。）

　　　４．「家庭の特殊事情」欄について、障害者のいる世帯については障害者手帳(写）、その他については証明するものを添付すること。

　　　５．「学業成績」欄については、１年次生（編入学生を含む。）にあっては出身学校の成績を記入（科目数で平均値を算出）し、

家 庭 調 書

申

請

者

所　属
　　　　　　　　　　　学群 　　　　　　　　　　　　学類 　　　年次

　　　　　　課程 　　　　　　　　　　学術院　　　　　　　　　　研究群  　　　　　　　　　 　　　年次

学籍番号 性別 男・女
現住所

〒　　　　　　　℡　　（　　　）

フリガナ

氏　名 家族住所
〒　　　　　　　℡　　（　　　）

家

族

及

び

所

得

就

学

者

を

除

く

家

族

続柄 氏　　名 年齢 職　 業

　父または母 死亡・離別の場合　　 時期（　　年　　月） 理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　主たる家計支持者無職等の場合　　時期（　　年　　月） 理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

在職
期間

勤 務 先 名 称
 給与所得の収入
 金額（税込）

 給与所得以外の
 所得金額

父 年 万円 万円

母 年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

家
計
支
持
者
に
○
印

別
居
者
に
　
　
×
印

就

学

者

続柄 氏　　名 年齢 学　 校　 名 設置者別 学校種別 通学別 控 除 額

本人 筑 波 大 学 国 立
※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

家
庭
の
特
殊
事
情

特 別 控 除 項 目 控除有無

障害者がいる世帯 ※有・無  続柄（　　） 氏名（　　　　　 ） 手帳番号（　　　　  ） 万円

その他

本

人

の

状

況

家庭からの給付 月額（　　　千円） 認　　　　定

ア ル バ イ ト 月額（　　　千円） 内容（　　　　　　　　　　　　　　） 総 収 入 金 額
①

万円

奨学金
受給中 月額（　　　千円） 団体名（　　　　　　　　　　　　　） 必 要 経 費

②
万円

申請中 月額（　　　千円） 団体名（　　　　　　　　　　　　　） 特 別 控 除 額
③

万円

その他の収入 月額（　　　千円） 内容（　　　　　　　　　　　　　　） 総所得金額
④＝①－②－③

万円

学
業
成
績

評　　価
高等学校 ５ ４

修得単位数または科目数

大学（院） Ａ － Ｂ Ｃ －

３ ２ １

⑤
収 入 基 準 額

世帯人数　　 人

万円
平　 均　 値

　　　　　成績証明書を添付すること。２年次以上の者にあっては、前年度までの成績（修得単位数で平均値を算出）を記入し、成績証明書を

　　　　　添付すること。　　　

家計充足率


	中董2023.pdf
	中董2023.pdf
	バインダー1.pdf
	中董奨学会指定校募集要項.pdf
	中董奨学会 指定校願書.pdf
	中董奨学会 指定校願書（れい）.pdf


	家庭調書.pdf

	20230303110032.pdf



